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1924（大正

13）年，当時

の心理学界に

おいて，唯一

の総合的学術

誌と言っても

よい『心理研

究』に「他人

を風貌で判斷

することが出

來るか」という論文が掲載されま

した。著者はアンナ・ベルリーナ

ー（Anna Berliner； 1888-1977）。

この女性はウィルヘルム・ヴント

のもとで博士号を取得した（1914）

唯一の女性として心理学史上に名

を残す人物です。博士論文のタイ

トルは『感覚的印象の主観性と客

観性』というものでした。

これくらいのことは心理学史の

研究者なので知っていたのです

が，ある HPを見たところ，アン

ナの人生はそんな単純なものでは

ない，ということがわかりました。

たとえば，この時代のドイツにお

いてユダヤ人の家庭に生まれた，

と言うだけで少しは想像できるこ

ともあるでしょう。

また，ヴントのもとで博士号を

取ったことについても，最初，ヴ

ントは女性を博士候補生にするこ

とに難色を示していたのです。障

害を乗り越えて博士号を取得した

アンナは，1913 年，結婚相手で

あるジークフリート・ベルリーナ

ー（1884-1961）と共に日本に滞

在していました。ジークフリート

が東京帝国大学の商学（経営学）

担当講師として法学部に所属する

ドイツに帰国しましたが，1933

年にナチスが政権を掌握してユダ

ヤ人への弾圧を加えたこともあ

り，1938 年にはアメリカに亡命

しました。アメリカでは日本語教

師もしていたそうです。その後，

パシフィック・グルーヴ大学の教

授として定年を迎えたアンナ。老

後は穏やかな日々と思いきや，夫

の死後，一人暮らしのアンナは薬

物依存症の少年に自宅に押し入ら

れ，殺害されて人生を終えたので

した。1977年，享年 88才でした。

夫妻のお墓はハノーファーのユダ

ヤ人墓地「アン・デァ・シュトラ

ングリーデ」にあります。
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ことになったからです。

しかし，第一次世界大戦勃発に

伴い，1914 年にジークフリート

は応召されチンタオで作戦中に日

本軍の捕虜となってしまいまし

た。そして日本の丸亀収容所に移

送されました。この間，妻のアン

ナは日本に滞在していたのですか

ら，ある意味で夫が戻ってきたと

いう表現も可能かもしれません。

アンナは丸亀に居を移し，可能な

限り夫と面会をしていました。こ

の収容所は寺院を転用したもの

で，捕虜収容にはむいておらず，

また，捕虜の扱いにも不適切なこ

とがあったようです。1917 年 4

月に板東収容所が新設されるとそ

こに収容されました。この収容所

は，日本で最初にベートーヴェン

の第九交響曲が演奏されたことで

有名です（1918）。ベルリーナー

夫妻も何らかの形で関わっていた

かもしれません。ジークフリート

は 1919年に解放された後も（他

のドイツ兵が国に帰ったのとは異

なり）東京帝国大学の経営学の教

授として日本に滞在し続けました

（1920-1925）。1922年にアルベル

ト・アインシュタインが来日した

際には，夫妻が東京の自宅に彼を

招いて交流を深めています。当時

の彼の日記にはアンナのことが

「優雅でかつ知性もある女性」と

して記されています。

彼女は日本の広告に興味をもち

著書を刊行しています。また，茶

道を始めてそのことについても論

文を書いています。

1925 年にベルリーナー夫妻は

立命館大学文学部教授／研究
部長。俗に「人生いろいろ」
と言いますが，今回の人生は
すごい！とはいえ写真などは
白黒しか残っていないことが
多く，構成に苦慮しました。
思い出はモノクローム，とい
うわけではないですが，次回
からは新シリーズになります。

［第11回］

波瀾万丈の人生：アンナ・ベルリーナー
― 日本を訪れた最初の女性心理学者
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写真 1 アンナ・
ベルリーナー

写真 2 アン・デァ・シュトラン
グリーデ


